
● 

ご
本
尊
は
本
山
よ
り
お
迎
え
し
ま
し
ょ
う 

 

浄
土
真
宗
の
ご
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
で
す
。
ご
本
尊
に
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
「
絵
像
」
（
住
職
推
奨
）
、

も
し
く
は
「
木
像
」
、
ま
た
は
「
六
字
名
号
」
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。
掛
け
方
は
、
ご
本
尊
を
中
央
に
、

向
か
っ
て
右
側
に
十
字
名
号
（
帰
命
尽
十
方
無
碍
光
如
来
）、
左
側
に
九
字
名
号
（
南
無
不
可
思
議
光
如
来
）

を
掛
け
ま
す
。
ま
た
は
、
中
央
に
ご
本
尊
、
右
側
に
親
鸞
聖
人
の
御
影
、
左
側
に
蓮
如
上
人
の
御
影
を
掛

け
ま
す
（
住
職
推
奨
）。
本
山
（
西
本
願
寺
）
参
拝
部
の
宝
物
係
に
、
冥
加
金
を
そ
え
て
申
し
出
れ
ば
交
付

さ
れ
ま
す
。
実
費
で
住
職
が
お
取
り
次
ぎ
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
相
談
下
さ
い
。
な
お
本
山
か
ら
拝
受
す

る
お
掛
け
軸
に
は
ご
門
主
（
現
在
は
即
如
上
人
）
の
押
印
が
あ
り
ま
す
。 

【
参
考
】
三
十
代
（
た
て
約
２
７
セ
ン
チ
・
よ
こ
約
９
セ
ン
チ
） 

金
襴
…
３
万
５
千
円
・
桐
…
２
万
５
千
円
・
藤
…
１
万
５
千
円
（
そ
れ
ぞ
れ
１
幅
あ
た
り
）

※
そ
の
他
の
お
掛
け
軸
の
冥
加
金
に
つ
い
て
は
住
職
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。 

☎ 石川欣也
い し か わ き ん や

先生の ☎ 
法話のダイヤル 0743-53-4488 

        

第
二
百
二
十
回 

  

日
時 

七
月
十
一
日
（
日
）
昼
二
時
～
四
時 

講
師 

本
願
寺
派
布
教
使
・
Ｎ
Ｐ
О
慧
燈
理
事
長 

藤

 

秀

暢 

師 
 

                  

                                         

                                 

七
月
の
ご
案
内 

お
盆
の
お
参
り
は
、
お
早
め
に
。

 
 

南
無
阿
弥
陀
仏
を
と
な
ふ
れ
ば 

観
音
・
勢
至
は
も
ろ
と
も
に 

恒
沙
塵
数
の
菩
薩
と 

か
げ
の
ご
と
く
に
身
に
そ
え
り 

 ご
先
祖
方
を
偲
び
つ
つ
、「
お
陰
さ
ま
」
と
感
謝

の
気
持
ち
で
、
お
迎
え
く
だ
さ
い
。 

ご
家
族
お
揃
い
で
お
参
り
し
て
い
た
だ
き
た

く
、
な
る
べ
く
ご
希
望
に
添
え
る
よ
う
に
い
た
し

ま
す
が
、
お
時
間
の
指
定
ま
で
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

当
日
の
天
候
や
道
路
事
情
に
よ
り
お
約
束
の
時
間

よ
り
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
初
盆
を
お
迎
え
に
な
る 

方
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
、 

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ 
ま
す
。 
（（（
電電電
話話話
０００
７７７
２２２
‐‐‐
６６６
２２２
２２２
‐‐‐
３３３
７７７
２２２
５５５
）））   

本
山
参
拝
は
来
年
、 

9
月

15
日 

（
木
） です
。

 

「
平
成
24
年
1
月
16
日
は
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
７

５
０
回
忌
に
あ
た
り
ま
す
。
本
願
寺
で
は
、
ご
修

復
を
終
え
た
御
影
堂
に
お
い
て
、
親
鸞
聖
人
７
５

０
回
大
遠
忌
法
要
を
平
成
23
年
4
月
よ
り
お
勤

め
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
ご
勝
縁
に
、

聖
人
の
ご
苦
労
を
し
の
び
、
お
徳
を
讃
え
る
と
と

も
に
、
浄
土
真
宗
の
み
教
え
を
深
く
受
け
と
め
、

混
迷
の
時
代
を
導
く
灯
火
と
し
て
、
広
く
伝
わ
る

よ
う
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。（
即
如
門
主
ご
消
息

よ
り
）
」 

去
る
5
月
30
日
清
々
し
い
陽
気
の
も
と
、
茨
木

市
ク
リ
エ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
で
の
「
親
鸞
聖
人
７
５

０
回
大
遠
忌
茨
木
東
組
お
待
ち
受
け
法
要
」
は
、

有
縁
の
皆
さ
ま
の
ご
参
拝
を
い
た
だ
き
、
盛
大
に

勤
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

西
福
寺
を
含
め
市
内
本
派
寺
院
18
ヶ
寺
か
ら
な

る
茨
木
東
組
（
い
ば
ら
き
ひ
が
し
そ
）
で
は
、
来

年
（
平
成
23
年
）
9
月
15
日
（
木
）
に
京
都
・
西

本
願
寺
へ
団
体
参
拝
い
た
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
後
日
の
ご
案
内
と
な
り
ま
す
。
ど
な
た
様

も
是
非
、
こ
の
ご
勝
縁
に
本
山
へ
お
参
り
い
た
し

ま
し
ょ
う
。 

親
鸞
聖
人
７
５
０
回
大
遠
忌
法
要 

遅
れ
を
取
り
戻
す
か
の
よ
う
な
今
年
の
梅
雨
の
降
り
ぶ
り
で
す
。 

皆
様
に
は
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

平
成
二
十
二
年
七
月
の
ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

■ 

藤
（
ふ
じ
）
先
生
、
八
十
歳
。
福
岡
県
朝
倉
市
、
西
宗
寺
前
住
職
。

拙
寺
前
住
職
の
長
兄
で
す
。
タ
イ
北
西
部
に
残
さ
れ
て
い
る
旧
日
本
兵

の
遺
骨
の
収
集
活
動
を
通
し
て
タ
イ
の
子
供
た
ち
の
現
状
を
知
り
、
経

済
的
理
由
で
中
学
・
高
校
に
進
学
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
に
奨
学
金
を

贈
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

■
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
こ
ぞ
っ
て
お
参
り
下
さ
い
。 

人

生

講

座 

早い！きれい！エコ！ 寺報メール便のお申し込みはこちらまで saifukuji@runbini.com 



 

● 

お
盆
の
お
参
り
に
つ
い
て 

 

＊ 
 

＊ 
 

＊ 
 

「
正
信
念
仏
偈
」
と
下
記
の
「
四
句
念
仏
・
回
向
」
そ
し
て 

「
ご
文
章
」
を
お
勤
め
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
有
縁
の
方
々 

ご
一
緒
に
お
参
り
下
さ
い
。 

「
正
信
念
仏
偈
」
は
、
「
十
二
礼
（
じ
ゅ
う
に
ら
い
）」
の
節
で 

お
勤
め
い
た
し
ま
す
。
「
行
譜
」・
「
草
譜
」
で
の
お
勤
め
の
際 

は
「
善
導
独
明
佛
正
意
」
で
調
声
人
が
独
唱
い
た
し
ま
す
が
、 

こ
の
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
続
け
て
と
も
に
唱
和
い
た
し
ま
す
。 

な
お
、
人
生
講
座
は
お
休
み
で
す
。
９
月
の
人
生
講
座
は
12
日
。 

講
師
は
福
間
玄
猷
師
で
す
。 

☎ 石川欣也
い し か わ き ん や

先生の ☎ 
法話のダイヤル 0743-53-4488 

          

日
時 

八
月
十
五
日
（
日
）
夜
七
時
～
九
時 

講
師 

当
院
住
職
自
勤 

 

 
                    

                                       
 

  

                                 

八
月
の
ご
案
内 

６
５
回
目
の
終
戦
の
日
が
、
今
年
も
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。 

皆
様
に
は
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

平
成
二
十
二
年
八
月
の
ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

西
福
寺
歓
喜
会
（
か
ん
ぎ
え
） 

 

平
素
よ
り
宗
門
な
ら
び
に
当
山
西
福
寺
の
護
持

発
展
の
た
め
、 

格
別
の
ご
配
慮
を
賜
わ
り
有
難
く

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
下
記
の
通
り
８
月
１
３
日
、
「
歓
喜
会
」

を
お
勤
め
い
た
し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
多
忙

の
と
こ
ろ
誠
に
恐
縮
で
す
が
、
当
日
各
世
帯
代
表
者

１
名
の
ご
参
拝
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
後
と
も
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

記 

 

一
、
日
時 

８
月
１
３
日
（
金
）
午
後
６
時
～ 

二
、
会
所 

西
福
寺
本
堂 

三
、
持
物 

聖
典
・
念
珠
・
式
章
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
西
福
寺
上
野
門
徒
の
み
。 

■
「
お
盆
は
、
『
盂
蘭
盆
経
』
の
説
話
に
よ
る
行
事
で
す
。
わ
が
子
へ

の
愛
ゆ
え
に
餓
鬼
道
（
が
き
ど
う
）
に
堕
ち
た
母
。
そ
の
母
の
境
涯
を

知
り
、
苦
悩
す
る
目
連
尊
者
（
も
く
れ
ん
そ
ん
じ
ゃ
）
。
じ
ゅ
ん
じ
ゅ

ん
と
救
済
の
法
を
説
か
れ
る
お
釈
迦
さ
ま
（
菅
純
和
著
『
仏
事
の
小

箱
』
）
」
。
親
の
恩
に
思
い
を
い
た
し
、
ど
う
ぞ
ご
家
族
皆
さ
ま
で
お
参

り
下
さ
い
。
「
グ
ラ
ン
・
ト
リ
ノ
（
２
０
０
８
年
・
米
国
）
」
上
映
予
定
。 

盂
う

蘭
ら

盆
ぼ
ん

会
え 

８
月

７
日 

（
土
） 

午
後
５
時
よ
り

 

東
太
田
児
童
遊
園
（
通
称
「
ふ
ね
公
園
」
）
で
、

「
あ
い
さ
つ
夏
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
例

年
大
勢
の
人
出
で
に
ぎ
わ
う
こ
の
行
事
に
、
今
年

も
西
福
寺
仏
教
婦
人
会
と
る
ん
び
に
日
曜
学
校
か

ら
出
店
い
た
し
ま
す
。 

 

ビ
ー
ル
や
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
な
ど
の
冷
た
い
飲

み
物
や
焼
き
お
に
ぎ
り
・
揚
げ
た
こ
焼
き
な
ど
。

暑
い
夏
の
夜
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
役
員
や
総
代
の
方
々
が
準
備
を
進
め
て
下
さ
っ

て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
、
当
日
の
お
手
伝

い
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
お
店
の
売
り
上
げ

は
、
そ
れ
ぞ
れ
会
の
運
営
に
当
て
ら
れ
ま
す
の
で
、

当
日
ご
都
合
の
悪
い
方
も
、
ご
近
所
へ
の
宣
伝
な

ど
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

夜
７
時
か
ら
は
、
る
ん
び
に
太
鼓
の
和
太
鼓
演

奏
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

ど
な
た
様
も
お
誘
い
あ
わ
せ 

の
上
、
こ
ぞ
っ
て
ご
参
加
く 

だ
さ
い
。 

 

※
雨
天
の
場
合
、
８
日
（
日
） 

に
順
延
さ
れ
ま
す
。 

あ
い
さ
つ
夏
ま
つ
り

早い！きれい！エコ！ 寺報メール便のお申し込みはこちらまで saifukuji@runbini.com 

本
山
参
拝
は
、
来
年

9
月

15
日
（
木
）
で
す
。

 
親
鸞
聖
人
７
５
０
回
大
遠
忌
法
要 



☎ 石川欣也
い し か わ き ん や

先生の ☎ 
法話のダイヤル 0743-53-4488 

 

        

第
二
百
二
十
一
回 

  

日
時 

九
月
十
二
日
（
日
）
昼
二
時
～
四
時 

講
師 

本
願
寺
派
布
教
使 

福
間 

玄
猷 

師 
                    

                                         

                                 

九
月
の
ご
案
内 

残
暑
厳
し
い
中
に
も
、
日
々
少
し
ず
つ
空
が
高
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

涼
や
か
な
秋
の
訪
れ
を
待
ち
焦
が
れ
る
毎
日
で
す
。 

皆
様
に
は
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

平
成
二
十
二
年
九
月
の
ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

■
福
間
（
ふ
く
ま
）
先
生
、
三
十
九
歳
。
当
山
西
福
寺
住
職
の
実
弟
で

す
。
十
四
年
前
、
広
島
県
三
次
（
み
よ
し
）
市
の
源
光
寺
様
に
養
子
入

寺
し
ま
し
た
。
毎
年
九
月
に
遠
路
は
る
ば
る
ご
出
講
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
お
話
が
分
か
り
や
す
く
聞
き
や
す
い
と
好
評
で
す
。 

■
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
こ
ぞ
っ
て
お
参
り
下
さ
い
。 

● 

北
御
堂
（
き
た
み
ど
う
）

納
骨
堂
の
ご
案
内 

 

＊ 
 

＊ 
 

＊ 
 

親
鸞
聖
人
を
宗
祖
と
仰
ぎ
、
浄
土
真
宗
の
み
教
え
を
受
け
継
ぎ
、
お
念
仏
の
み
教
え 

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
ま
し
た
先
祖
に
思
い
を
馳
せ
、
子
々
孫
々
ま
で
永
く
伝
え
る
と
共 

に
、
北
御
堂
参
詣
を
機
縁
に
、
念
仏
生
活
に
い
そ
し
ま
れ
る
こ
と
を
念
願
し
、
北
御
堂 

納
骨
所
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
津
村
別
院
（
北
御
堂
）
の
納
骨
に
は
納
骨
壇
納
骨
、 

永
久
納
骨
、
遺
骨
保
管
納
骨
の
３
種
類
が
あ
り
、
納
骨
の
方
法
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
の
で
、
あ
な
た

に
合
っ
た
納
骨
を
お
選
び
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
津
村
別
院
が
責
任
を
持
っ
て
遺
骨
を
保
管
致
し
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
納
骨
し
て
頂
け
ま
す
。
ロ
ッ
カ
ー
式
の
お
墓
で
す
。
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
門
信
徒
、

僧
侶
、
寺
族
の
方
に
限
り
ま
す
。（
北
御
堂
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
） 

＊
詳
細
は
住
職
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。
℡
０
７
２
‐
６
２
２
‐
３
７
２
５ 

人

生

講

座 

彼
岸
会
コ
ン
サ
ー
ト 

 

「
清
風
宝
樹
を
ふ
く
と
き
は 

い
つ
つ
の
音
声
い
だ
し
つ
つ 

宮
商
和
し
て
自
然
な
り 

清
浄
勲
を
礼
す
べ
し
」 

 

西
福
寺
仏
教
婦
人
会
９
月
の
例
会
は
、
彼
岸
会

（
ひ
が
ん
え
）
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
イ
ン
ド
舞
踊
家

の
野
中
ミ
キ
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
す
。
仏
教
発
祥
の

地
、
イ
ン
ド
に
伝
わ
る
妖
し
く
も
美
し
い
古
典
舞
踊

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

当
会
員
の
方
に
限
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
お
参
り
い

た
だ
け
ま
す
。
運
営
協
力
金
と
し
て
千
円
、
ご
負
担

く
だ
さ
い
。 

「
佛
説
阿
弥
陀
経
」
の
お
勤
め
後
、
ご
鑑
賞
い
た

だ
き
ま
す
。
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

日
時
…
９
月
20
日
（
月
）
午
後
２
時
～
３
時
半 

場
所
…
西
福
寺
本
堂 

 

本
山
参
拝
は
、
来
年

9
月

15
日
（
木
）
で
す
。

今
年
７
月
下
旬
か
ら
降
り
続
く
大
雨
に
よ
り
史
上

最
悪
級
と
い
わ
れ
る
洪
水
に
見
舞
わ
れ
た
パ
キ
ス
タ

ン
北
西
部
で
は
、
過
去
最
悪
の
被
害
が
今
も
拡
大
し
て

い
ま
す
。
８
月
は
じ
め
の
国
連
の
発
表
に
よ
る
と
死
者

は
少
な
く
と
も
１
２
０
０
人
、
被
災
者
は
全
人
口
の
１

割
近
く
に
あ
た
る
１
４
０
０
万
人
に
上
り
１
８
０
万

人
が
家
を
失
い
ま
し
た
。
イ
ン
ダ
ス
川
下
流
域
や
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
東
部
に
も
被
害
が
お
よ
び
、
洪
水
に
よ
る

死
者
２
０
０
０
人
に
上
る
と
い
う
報
道
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
コ
レ
ラ
と
い
っ
た
感
染
症
の
拡
大
も
懸
念
さ

れ
ま
す
。 

国
連
で
は
緊
急
支
援
と
し
て
４
億
５
９
７
０
万
ド

ル
（
３
９
２
億
円
）
が
必
要
だ
と
し
て
国
際
社
会
に
協

力
を
求
め
て
い
ま
す
。
ま
た
日
本
政
府
は
陸
上
自
衛
隊

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
部
隊
を
国
際
緊
急
援
助
隊
と
し
て

派
遣
し
、
物
資
の
輸
送
や
被
災
者
の
救
助
を
行
う
こ
と

を
検
討
し
て
い
ま
す
。 

Ｊ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
も
活
動
の
柱
で
あ
る
「
災
害
救
援
・
復

興
」
に
基
づ
き
、
人
道
的
支
援
の
立
場
で
被
災
地
の
一

刻
も
早
い
復
旧
の
た
め
「
パ
キ
ス
タ
ン
洪
水
災
害
救
援

金
」
を
募
り
ま
す
。  

み
な
さ
ま
の
ご
支
援
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。  

【
募
金
の
名
称
】
パ
キ
ス
タ
ン
洪
水
災
害
義
援
金 

【
受
付
口
座
番
号
】
郵
便
振
替 

  

口
座
記
号
番
号
：
０
０
９
８
０-

４-

３
２
１
２
３
３

加
入
者
名
：
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｊ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ 

※
通
信
欄
に
「
パ
キ
ス
タ
ン
」
と
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】 

２
０
１
０
年
８
月
20
日
か
ら
同
年
９
月
30
日
ま
で 

【
お
問
合
せ
先
】
Ｊ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
事
務
局 

京
都
市
下
京
区
堀
川
通
花
屋
町
下
ル
本
願
寺
門
前
町
本
願
寺
内 

電
話
０
７
５-

３
７
１-

５
２
１
０ 

パ
キ
ス
タ
ン
洪
水
災
害
へ
の
救
援
金
募
集

早い！きれい！エコ！ 寺報メール便のお申し込みはこちらまで saifukuji@runbini.com 

親
鸞
聖
人
７
５
０
回
大
遠
忌
法
要 
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第
二
百
二
十
二
回 

  

日
時 

十
月
十
七
日
（
日
）
昼
二
時
～
四
時 

講
師 

本
願
寺
派
布
教
使 

三

浦

弘

動

師 
                    

                                         

                                 
 

十
月
の
ご
案
内 

硬
く
分
厚
い
秋
の
扉
が
、
突
如
開
け
放
た
れ
た
か
の
よ
う
な
季
節
の
変

わ
り
よ
う
で
す
。 

皆
様
に
は
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

平
成
二
十
二
年
十
月
の
ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

■
三
浦
（
み
う
ら
）
先
生
、
五
十
歳
。
千
葉
県
船
橋
市
。
日
本
自
転
車

振
興
会
在
職
中
に
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
「
る
ん
び
に
学
園
」
建

設
助
成
の
窓
口
と
し
て
誠
心
誠
意
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
が
縁
と
な
り
、
中
央
仏
教
学
院
で
学
ば
れ
、
平
成
十
九
年
得
度
。

お
念
仏
の
み
教
え
を
弘
め
る
べ
く
、
日
々
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。 

● 

本
山
を
美
し
く
（
念
仏
奉
仕
団
募
集
） 

 

本
山
で
の
清
掃
奉
仕
を
通
し
、
愛
山
護
法
の
念
を
深
め
る
機
会
と
し
て
、
本
年
も
「
茨
木
東
組
念
仏
奉

仕
団
」
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
門
信
徒
の
皆
さ
ま
、
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

日
時
…
２
０
１
０
年
12
月
６
日
（
月
）
～
７
日
（
火
）
１
泊
２
日 

費
用
…
１
５
，
０
０
０
円
（
帰
敬
式
ご
希
望
の
方
は
２
５
，
０
０
０
円
） 

締
切
…
10
月
31
日
（
日
） 

集
合
…
安
穏
殿
（
旧
称
参
拝
会
館
２
階
）
・
午
後
12
時
50
分 

宿
泊
場
所
…
京
都
東
急
ホ
テ
ル 

※
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
西
福
寺
ま
で
（
電
話 

０
７
２
‐
６
２
２
‐
３
７
２
５
）
。 

【
持
ち
物
】
聖
典
・
念
珠
・
門
徒
式
章
・
健
康
保
険
証
・
ぞ
う
き
ん
１
枚
・
筆
記
具
・
雨
具
・
洗
面
具
・

清
掃
奉
仕
で
き
る
服
装
（
エ
プ
ロ
ン
・
作
業
服
・
軍
手
・
靴
）
な
ど 

人

生

講

座 

津
村
別
院
報
恩
講
厳
修 

ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

＊ 
 

＊ 
 

＊ 

北
御
堂
（
き
た
み
ど
う
）
の
名
で
親
し
ま
れ
て

い
る
津
村
別
院
で
は
、
来
る
11
月
11
日
～
16
日
の

６
日
間
、
報
恩
講
が
勤
ま
り
ま
す
。
お
斎
の
お
接

待
で
は
、
泉
仙
の
精
進
鉄
鉢
料
理
を
お
召
し
上
が

り
い
た
だ
け
ま
す
。
参
拝
・
お
聴
聞
の
折
り
に
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
お
料
理
を
い
た
だ
く
に
は
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
10
月
25
日

ま
で
に
住
職
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 
 

《
本
願
寺
津
村
別
院.

》 

大
阪
市
中
央
区
本
町
４
‐
１
‐
３ 

地
下
鉄
御
堂
筋
線
「
本
町
」
駅
下
車
。 

Ａ
階
段
・
②
番
出
口 

左
側
ス
グ 

※
お
問
合
せ
…
０
７
２-

６
２
２-

３
７
２
５ 

本
山
参
拝
は
、
来
年

9
月

15
日
（
木
）
で
す
。

展 
 

平
成
22(

２
０
１
０)

年
か
ら
平
成
24(

２
０
１
２)

年
に
か
け
て
、
浄
土
真
宗
を
開
い
た
親
鸞
聖
人
の
７
５

０
回
忌
を
各
派
本
山
で
迎
え
ま
す
。 

阿
弥
陀
如
来
の
力
が
す
べ
て
の
人
々
を
救
う
と
い

う
親
鸞
聖
人
の
教
え
は
、
苦
し
み
や
悩
み
を
抱
え
た

多
く
の
人
々
に
光
明
を
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
。
浄
土

真
宗
は
、
今
も
国
内
最
多
の
門
信
徒
数
を
誇
っ
て
い
ま

す
。 物
質
が
豊
か
に
な
っ
た
現
代
社
会
で
は
、
と
も
す
れ

ば
心
の
問
題
が
置
き
去
り
に
さ
れ
、
命
の
大
切
さ
が
忘

れ
去
ら
れ
る
風
潮
が
う
か
が
え
ま
す
。
親
鸞
聖
人
７
５

０
回
忌
を
機
に
、
改
め
て
聖
人
の
足
跡
を
た
ど
り
、
今

に
残
る
多
く
の
資
料
、
法
宝
物
を
紹
介
す
る
展
観
（
親

鸞
展
）
を
京
都
市
美
術
館
に
て
開
催
し
ま
す
。 

親
鸞
展
を
通
じ
て
聖
人
の
教
え
、
人
と
な
り
を
改
め

て
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
混
迷
の
現
代
、
さ
ら
に
は
将
来

へ
の
指
針
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 【
会
期
】
２
０
１
１
年
３
月
17
日(

木)

～ ５
月
29
日(

日)

【
会
場
】
京
都
市
美
術
館
（
左
京
区
・
岡
崎
公
園
内
）

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

(

た
だ
し
入
場
は
４
時
30
分
ま
で)

【
休
館
日
】
月
曜
休
館(

３
月
21
日
は
開
館) 

【
入
館
料
】
一
般
…
…
１
３
０
０
円 

高
大
生
…
…
９
０
０
円 

小
中
生
…
…
５
０
０
円 

※
前
売
り
・
団
体
は
各
２
０
０
円
引
き
。

親
鸞
聖
人
７
５
０
回
忌 

真
宗
教
団
連
合
40
周
年
記
念

早い！きれい！エコ！ 寺報メール便のお申し込みはこちらまで saifukuji@runbini.com 

親
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聖
人
７
５
０
回
大
遠
忌
法
要 
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十
一
月
の
ご
案
内 

冬
の
便
り
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
暑
さ
に
あ
え

い
で
い
た
の
が
嘘
の
よ
う
で
す
。 

皆
様
に
は
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

平
成
二
十
二
年
十
一
月
の
ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

◎ 

人
生
講
座
は
お
休
み
で
す
。
各
寺
院
の
報
恩
講
に
お
参
り
下
さ
い
。

■
称
名
寺(

総
持
寺)

10
月
23
日
14
時
・
19
時
／
24
日
9
時
半 

■
安
楽
寺(

太
田)

 

10
月
30
日
13
時
半
／
31
日
13
時
半 

■
本
照
寺(

富
田)

 

11
月
1
日
14
時
／
2
日
14
時 

■
常
見
寺(

東
五
百
住)

11
月
５
日
14
時
・
18
時
／ 

 

６
日
10
時
・
14
時
・
18
時
／
７
日
13
時
半

■
光
明
寺(

総
持
寺)

11
月
9
日
14
時
・
19
時 

■
万
徳
寺(

氷
室)

 

11
月
13
日
14
時
／
14
日
14
時 

■
称
念
寺(

高
田)

 

11
月
20
日
13
時
半
／
21
日
13
時
半 

■
西
光
寺(

西
河
原)

11
月
23
日
14
時
・
19
時 

■
常
称
寺(

総
持
寺)

11
月
26
日
14
時
／
27
日
14
時 
 

 

※
西
福
寺
は
12
月
４
日(

土)

14
時
・
19
時
／
５
日(

日)

10
時
で
す
。

● 

仏
前
結
婚
式
の
ス
ス
メ 

 

『
一
樹
の
陰
に
宿
り
、
一
河
の
流
れ
を
汲
む
こ
と
さ
え
浅
か
ら
ぬ
え
に
し
が
あ
れ
ば
こ
そ
と
い
わ
れ
て

お
り
ま
す
。 

こ
の
世
に
生
を
受
け
、
数
多
い
人
び
と
の
中
で
、
妻
と
よ
び
夫
と
よ
ぶ
間
柄
と
な
る
こ
と
は
、

格
別
に
深
い
因
縁
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
あ
り
ま
す
。
ま
し
て
、
人
生
の
門
出
を
飾
る
結
婚
式
を
、
仏
祖
の
前

で
誓
う
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
意
義
が
深
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
と
に
仏
教
徒
は
、
家
庭
に

お
い
て
も
、
お
内
仏
を
中
心
と
し
た
生
活
を
送
る
わ
け
で
す
か
ら
、
何
事
で
も
仏
祖
の
ご
照
覧
を
仰
ぐ
べ

き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
意
味
か
ら
も
、
仏
前
結
婚
式
は
、
ま
こ
と
に
意
義
あ
る
こ
と
と
お
勧
め
い
た

し
ま
す
。
こ
の
式
典
は
、
手
次
の
お
寺
の
本
堂
か
、
あ
る
い
は
自
宅
の
内
仏
の
前
、
ま
た
は
公
民
館
、
公

会
堂
な
ど
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
ご
住
職
と
よ
く
話
合
っ
て
、
ぜ
ひ
仏
式
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
べ
き
で
あ

り
ま
し
て
、
便
利
や
都
合
な
ど
の
理
由
で
、
自
分
の
宗
教
以
外
の
式
に
よ
る
な
ど
は
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
（
岡
崎
諒
観
著
「
仏
事
の
心
得 

そ
の
３
」
よ
り
）
』 

本
山
成
人
式
の
ご
案
内  

 

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
願
寺
で
は
明
年
１
月
９
日
（
日
）
に
皆
さ
ん
が

新
成
人
と
な
ら
れ
た
こ
と
を
ご
縁
と
し
て
、
親
鸞

聖
人
の
み
教
え
に
で
あ
っ
て
い
た
だ
き
た
く
「
本

山
成
人
式
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
（
案
内
チ
ラ
シ
よ
り
） 

●
日
時
…
２
０
１
１
年
１
月
９
日
（
日
） 

 

14
時
～
御
正
忌
報
恩
講
法
要
参
拝 

15
時
10
分
～
式
典
・
記
念
講
演 

16
時
30
分
～
祝
宴(

本
願
寺
聞
法
会
館
に
て) 

●
会
場
…
本
願
寺(

下
京
区
堀
川
通
花
屋
町
下
ル) 

●
参
加
費
…
無
料 

●
帰
敬
式
冥
加
…
３
，
０
０
０
円 

 

（
13
時
よ
り
、
希
望
者
の
み
）

●
募
集
締
切
…
２
０
１
０
年
12
月
22
日
（
水
） 

※
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
西
福
寺
ま
で

 
 

（
電
話 

０
７
２
‐
６
２
２
‐
３
７
２
５
）

本
山
参
拝
は
、
来
年

9
月

15
日
（
木
）
で
す
。

日
本
赤
十
字
社
鹿
児
島
県
支
部 

は
、
平
成
22
年
10
月
20
日
の 

奄
美
地
方
に
お
け
る
大
雨
に
よ 

り
被
災
さ
れ
た
方
々
の
支
援
の 

た
め
、
義
援
金
を
下
記
の
と
お 

り
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金 

は
、
県
に
設
置
さ
れ
る
災
害
義 

援
金
配
分
委
員
会
を
通
じ
て
被 

災
さ
れ
た
方
々
へ
配
分
さ
れ
ま
す
。 

 

【
募
金
の
名
称
】
10
月
20
日
の 

奄
美
地
方
大
雨
災
害
義
援
金

【
受
付
口
座
番
号
】
鹿
児
島
銀
行 

鴨
池
支
店 

口
座
番
号
：
普
通
口
座 

６
６
４
１
５
５ 

加
入
者
名
：
日
本
赤
十
字
社
鹿
児
島
県
支
部 

 

支
部
長 

伊
藤
祐
一
郎

※
銀
行
窓
口
に
て
「
10
月
20
日
の
奄
美
地
方
大
雨
災
害

義
援
金
」
で
あ
る
旨
を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

※
受
領
証
の
発
行
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を

日
本
赤
十
字
社
鹿
児
島
県
支
部
へ
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。 

【
受
付
期
間
】 

２
０
１
０
年
10
月
25
日
か
ら
同
年
11
月
30
日
ま
で 

【
お
問
合
せ
先
】 

日
本
赤
十
字
社
鹿
児
島
県
支
部 

組
織
振
興
課 

義
援
金
担
当
者 

〒
８
９
０-

０
０
６
４ 

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
１-

５ 

電
話
０
９
９-

２
５
２-

０
６
０
０ 

(

住
所
、
氏
名
、
送
金
日
、
金
額
等
を
ご
連
絡
願
い
ま
す) 

 

奄
美
地
方
大
雨
災
害
へ
の
義
援
金
募
集

早い！きれい！エコ！ 寺報メール便のお申し込みはこちらまで saifukuji@runbini.com 

親
鸞
聖
人
７
５
０
回
大
遠
忌
法
要 



 

● 

報
恩
講
の
準
備
に
ご
協
力
下
さ
い 

 

＊ 
 

＊ 
 

＊ 
 

毎
回
、
世
話
役
の
方
々
が
中
心
と
な
っ
て
準
備
し
て
下
さ
い
ま
す
が
、 

ど
な
た
で
も
お
手
伝
い
い
た
だ
け
ま
す
。 

お
手
す
き
の
門
信
徒
の
皆
さ
ま
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

11
月
30
日
（
火
）
午
後
７
時
～
於
西
福
寺
本
堂 

お
み
が
き
（
仏
具
を
磨
き
ま
す
） 

12
月
３
日
（
金
）
午
後
７
時
～
於
西
福
寺
本
堂 

お
か
ざ
り
（
供
物
を
そ
な
え
つ
け
ま
す
） 

 

＊
詳
細
は
住
職
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。
℡
０
７
２
‐
６
２
２
‐
３
７
２
５ 

☎ 石川欣也
い し か わ き ん や

先生の ☎ 
法話のダイヤル 0743-53-4488 

         

日
時 

十
二
月 

四
日
（
土
）
昼
二
時
・
夜
七
時 

五
日
（
日
）
朝
十
時 

 

講
師 

行
信
教
校
講
師 

定
専
坊
住
職 

山

本

攝

叡

師 

                     

                                         

                                 
 

              

十
二
月
の
ご
案
内 

■
報
恩
講
は
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
ご
苦
労
を
し
の
び
、
そ
の
ご
苦
労
を

通
じ
て
、
阿
弥
陀
如
来
の
お
救
い
を
い
た
だ
く
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
心

に
深
く
味
わ
わ
せ
て
い
た
だ
く
法
要
で
す
。
私
た
ち
に
と
っ
て
も
っ
と

も
大
切
な
ご
法
縁
と
い
え
ま
す
。（
本
願
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
） 

■
も
う
、
ご
存
知
で
し
た
か
。
西
福
寺
で
は
お
参
り
の
方
の
た
め
に
、

椅
子
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
足
の
し
び
れ
や
膝
の
痛
み
に
悩
ま
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
じ
っ
く
り
と
お
話
を
聞
い
て
い
た
だ
け
ま
す
。 

親
鸞
聖
人
を
偲
ぶ
報
恩
講  

 

12
月
４
日
（
土
）
夜
７
時
か
ら
の
初
夜
法
要

で
は
、
「
奉
讃
太
子
作
法
（
ほ
う
さ
ん
だ
い
し

さ
ほ
う
）
」
が
勤
め
ら
れ
ま
す
。
「
る
ん
び
に
太

鼓
」
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
雅
楽
演
奏
の
中
、
諸

僧
入
堂
。
正
信
偈
の
お
勤
め
後
、
諸
僧
は
立
ち

上
が
り
念
仏
と
共
に
散
華
、
色
と
り
ど
り
の
花

が
舞
い
ま
す
。
回
向
句
が
と
な
え
ら
れ
、
諸
僧

が
退
出
し
て
法
要
は
終
わ
り
ま
す
。 

引
き
続
き
、「
親
鸞
聖
人
物
語
」
の
ビ
デ
オ
鑑
賞
。

10
セ
ン
チ
足
ら
ず
の
か
わ
い
ら
し
い
紙
粘
土
人
形

が
、
生
き
生
き
と
親
鸞
聖 

人
と
ご
生
涯
を
描
き
出
し 

ま
す
。 

そ
し
て
、
ご
講
師
の
山 

本
先
生
よ
り
ご
法
話
を
頂 

戴
し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ 

せ
の
上
、
お
参
り
下
さ
い
。 

京
の
西
大
谷
、 

お
墓
を
宗
祖
の
お
傍
に
と
の
思
い
か
ら 

   

大
谷
墓
地
は
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
ご
廟
所
の
あ
る
大
谷

本
廟
に
宗
祖
の
ご
遺
徳
を
偲
ぶ
門
信
徒
の
方
々
が
、
こ

の
地
に
墓
地
を
と
求
め
ら
れ
、
今
日
ま
で
多
く
の
墓
碑

が
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。 

往
生
さ
れ
た
先
人
へ
の
報
恩
感
謝
の
思
い
か
ら
墓
参
い

た
し
ま
し
ょ
う
。 

  

【
墓
地
交
付
冥
加
】 

整
備
墓
地 

 
 

１
５
０
万
円 

新
規
設
定
墓
地 

２
０
０
万
円 

※
い
ず
れ
も
、
一
画
墓
地
に
か
か
る
冥
加
金
で
す
。 

大
き
さ
に
よ
り
変
わ
り
ま
す 

  

【
年
次
冥
加
】 

一
画
墓
地 

年
間
５
０
０
０
円 

二
画
墓
地 

年
間
８
０
０
０
円 

※
管
理
費
と
し
て
頂
戴
し
て
い
ま
す
。 

  

○
交
付
手
続
き
完
了
後
、
半
年
以
内
に
境
界
石
の
設
置
を
、
一
年

以
内
に
墓
碑
の
建
立
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。 

○
交
付
書
類
に
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
寺
院
の
所
属
寺
証
明
が

必
要
と
な
り
ま
す
。 

 
＊
詳
細
は
住
職
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。 

大
谷
墓
地 

交
付
受
付
中

早い！きれい！エコ！ 寺報メール便のお申し込みはこちらまで saifukuji@runbini.com 

本
山
参
拝
は
、
来
年

9
月

15
日
（
木
）
で
す
。

親
鸞
聖
人
７
５
０
回
大
遠
忌
法
要 

今
年
も
残
り
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

皆
様
に
は
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

平
成
二
十
二
年
十
二
月
の
ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

報 ほ
う

恩 お
ん

講 こ
う

法 ほ
う

要 よ
う

厳 ご
ん

修
し
ゅ
う 


